
7/9/23              ｢⼗分だったキリストの御業｣              コロサイ 2:11-15 
  
テーマ：キリストの御業がいかに私たちにとって⼗分なものであったのか？ 
 
○完全だったキリストの御業：キリストの内に⾒出す三つの“⼗分なもの” 
 

1. 完全な＿＿＿＿＿＿(11-12) 
 

1) ｢割礼｣ 
 
※創世記 17:9-11 
｢ついで、神はアブラハムに仰せられた。「あなたは、あなたの後のあなたの⼦孫とともに、代々にわたり、わたしの契
約を守らなければならない。次のことが、わたしとあなたがたと、またあなたの後のあなたの⼦孫との間で、あなたがた
が守るべきわたしの契約である。あなたがたの中のすべての男⼦は割礼を受けなさい。あなたがたは、あなたがたの包⽪
の⾁を切り捨てなさい。それが、わたしとあなたがたの間の契約のしるしである。｣ 
 
※使徒 15:1-2 
｢さて、ある⼈々がユダヤから下って来て、兄弟たちに、「モーセの慣習に従って割礼を受けなければ、あなたがたは救
われない」と教えていた。そしてパウロやバルナバと彼らとの間に激しい対⽴と論争が⽣じたので、…｣｣ 
 
※使徒 15:5 
｢しかし、パリサイ派の者で信者になった⼈々が⽴ち上がり、「異邦⼈にも割礼を受けさせ、また、モーセの律法を守る
ことを命じるべきである」と⾔った。｣ 
 
 
 
 
※エゼキエル 36:26-27 
｢あなたがたに新しい⼼を与え、あなたがたのうちに新しい霊を授ける。わたしはあなたがたのからだから⽯の⼼を取り
除き、あなたがたに⾁の⼼を与える。わたしの霊をあなたがたのうちに授け、わたしのおきてに従って歩ませ、わたしの
定めを守り⾏わせる。｣ 
 
※ローマ 6:6 
｢私たちの古い⼈がキリストとともに⼗字架につけられたのは、罪のからだが滅びて、私たちがもはやこれからは罪の奴
隷でなくなるためであることを、私たちは知っています。｣ 
 
※2 コリント 5:17 
｢だれでもキリストのうちにあるなら、その⼈は新しく造られた者です。古いものは過ぎ去って、⾒よ、すべてが新しく
なりました。｣ 
 
 
 
 
 
※ピリピ 3:2-3 
｢…⾁体だけの割礼の者に気をつけてください。神の御霊によって礼拝をし、キリスト・イエスを誇り、⼈間的なものを
頼みにしない私たちのほうこそ、割礼の者なのです。｣ 
 
 
 



 
 

2) ｢バプテスマ｣ 
 
※1 コリント 12:13 
｢なぜなら、私たちはみな、ユダヤ⼈もギリシヤ⼈も、奴隷も⾃由⼈も、⼀つのからだとなるように、⼀つの御霊によっ
てバプテスマを受け、そしてすべての者が⼀つの御霊を飲む者とされたからです。｣ 
 
 
 
 
 
 
※ローマ 6:3-4 
｢それとも、あなたがたは知らないのですか。キリスト・イエスにつくバプテスマを受けた私たちはみな、その死にあず
かるバプテスマを受けたのではありませんか。私たちは、キリストの死にあずかるバプテスマによって、キリストととも
に葬られたのです。それは、キリストが御⽗の栄光によって死者の中からよみがえられたように、私たちも、いのちにあ
って新しい歩みをするためです。｣ 
 
 
※ローマ 7:15, 19 
｢私には、⾃分のしていることがわかりません。私は⾃分がしたいと思うことをしているのではなく、⾃分が憎むことを
⾏っているからです。…私は、⾃分でしたいと思う善を⾏わないで、かえって、したくない悪を⾏っています。｣ 
 
 
※ローマ 7:24-8:1 
｢私は、ほんとうにみじめな⼈間です。だれがこの死の、からだから、私を救い出してくれるのでしょうか。私たちの主
イエス・キリストのゆえに、ただ神に感謝します。…こういうわけで、今は、キリスト・イエスにある者が罪に定められ
ることは決してありません。｣ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ガラテヤ 2:20 
｢私はキリストとともに⼗字架につけられました。もはや私が⽣きているのではなく、キリストが私のうちに⽣きておら
れるのです。いま私が⾁にあって⽣きているのは、私を愛し私のためにご⾃⾝をお捨てになった神の御⼦を信じる信仰に
よっているのです。｣ 
 
 


